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　1．序
　前圓、　「二葉亭四迷の蕃めぐりあひ岨とロシア語原文における旬読点の此較」において
二葉亭の《白抜き点》の意蛛を考察するに際し、明治時代の洋請文法警（英・独・仏）を
その手がかりとしたが、明治20年出版の英文典匿和解纂註英文軌範岨に、坪内遺遥の手
になると患われる次のような「はしがき」がある。
　　　＿　　一　　鰐畿聾＿　＿＿＿、＿、一．鷲　　　　　　　　鴉　　　　　　　　　　　　　鴉1㍗｝劃蓋㍗∴1㌶；1芒　　、・る業弛妥草な　　に涌由る乞も君兜～～英一
1　　一十か歩り嘗な・る
　　　　　　り耳　　　なそ潤又るか一　　　　　　　＼
一もを’限ふ九の⑥ろI文業一以り幸ら著栂繁軌
百　・　　予・ら　惨讃か　な、 党閑て．は鮮し作々桃範
上　　笠く書むな又　　　　　　、
涜　　　庁ゆは一、又讃
←せす以す之に柏には　　、
せ空漁二讃む
ざ前色1業む二
を㌧亨来・をに係識者し…緋即弾序には’るれしが≡賛ちわゼ知し英るみさ、
坪　　　る丈無帖二三 　　　　　　　㌔し受し．ざるが文業寸．
　　　　を讃か1書三紫　丙露　雄得むら、一業回　　　　ん八ん㌦登／　親　や九小音至 瞳 てて、から．人さ靴津豚
・回之ぺ一々あを範の淀
．く、をし．芒著も亡主も
至讃’て、自書のv人尚
識以紫讃市糟艮 要む’自籍にしふ真惜1　　て絶むに碓の1 の」～／l’一レ・あて祈疑し
一き’
岨
．鷲
　ここには旬読点が打たれているが、これは、実は、鉛筆で手書きされたものである。中に
ひとっだけ《白抜き点》のあるのが注冒される。一』体誰が警き込んだのであろうか。この
文法書を使用した誰かであろうか。今となっては知る術とてないが、いずれにせよ、この「
はしがき」の《白抜き点》は、文学作品以外で筆者が目にした唯一の例であると思われた。
　ところが、幕末の蘭文典の申に《自抜き点》が用いられているのを見っけたのである。
　　抑モ生民ノ音声ハo我邦五十音ノ清濁ニテ足レルカ如クb大抵定数アリテo事物ノ
　　数ハ幾十百万b其定極ヲ知ルrナケレ庄b我　邦及ピ和蘭学ハb唯五十音ノ記標ヲ変
一13一
　　化スル．ノミニテb其名称ヲ呼フ’rヲ得ルナリ。独リ支那ノ字ハo家、馬、見、聞等ノ
　　如クb我音ヲ以テセスノ外物ノ形ヲ以テス肺是レ自他ノ分別ヲ誤レルカ致二b字形幾
　　万o其音義不審ナル者b＋ニノ七八二屠ルむ措ヒ哉我　邦申古以来支那字閲雑シテb
　　方今ハ殆卜本来ノ書辞ヲ突亡セリ。故二通常ノ文章ハb国字ト支那字トヲ禍属セサル
　　可ラサルニ至リb支那字ノ音義不審ナルカ為二b譲スル所ノ義理徽妙ヲ尽サスb
　これは、大隅璽信の蘭学の師である大庭雪斎が安政2年（18S呂）に著した訂和蘭文語凡
例岨から採ったものである。杉本つとむ氏の駈江戸時代蘭語学の成立とその展開茎V1四．8）
ではすぺて《O》に直されているが、匿外国語と日本語埋1四．39）では《いのまま奴録さ
れている。まさに、明治は縫新元年より始まるものにあらず、である。文明開化は突然起
こった甥象ではない。書文一一致運動もまた然りである。前穰において、筆者は、二葉亭の
《b》の工夫は、孤立的に麿突に出現したものではなく、江戸時代の蘭語学習による充分
な欧文理解の歩みがあったからこそ生じたものではないかと考えたが、この蕃和蘭文語凡
例岨の《b》は、まさしくこのことを証明している。そして、明治に関する研究を江戸時
代と断絶させてしまうことの不毛さを表わしているように恩われるのである。幕末に既に
《o》が用いられていたのであれば、山日ヨ葵妙・二葉亭四迷等は、《b》そのものを考案
したという意瞭での創始者ではなく、《b》を、藩学書を駿れて、文学作晶の中で初めて
用いたという意味での創始者と’いうことになる。
　市販された警物で最初に旬譲点が周いられたのは羽治7年であるらしい。　匪明治事物起
原退には、
　　　　和文に洋文の符号
　　溝水卯三郎、明検7隼の審、英人トーマス・テーの科学初歩を訳し、　［ものわりのは
　　しご］と名づけて小本三服を発行せり。横山蘭清の序文に機がきの洋文に、用ひる符
　　号を、灘がきの和文に周ひたれぱ、最も奇異なり、その一班を左に抄出す。
　　　いでやこのものわりのてぴきのいとを、あしたゆふべにくりかへしまよふふしなく
　　　よみときて、よくそのふかきこ、ろをえよ、よのをみなわらべたち、これをこのふ
　　　みのいとぐちとす、よこやまのよしきよ。
という記事が見える注1。藤林普山のr煮誌藷窪釦至1文化8年・18川及ぴ釘蘭学選週1文
化7年・18川で既に行なわれているように、蘭学者の閲では主に《o渉が用いられたが、
明治時代の洋謡文典等では、《幅》が句点・議1点双方の役割を兼ねている場合が多い．冨明
治事物起原皇のこの記事も、最後を除いて、他はすべて《掩》で以て文末が区切られてお
り、蘭喬喬学習を嬢れて一一般の書物に印劇された旬読点の、これがその麟矢ということにな
る。
　この時は＜奇異＞に見えた旬譲点であるが、しかし、書文一致の創始者たる栄替を担う
山囲葵妙が、＜その小説を書くや、行文中、盛に英語の符標を交へ、読者をして一や？や！
やに食傷せしめ＞出2、
　　今の小説家は顧菌小説家なりとは、其医学±の書なり、蓋し、其用標1一はパチルレ
　ンの如く、1！）はバクテリヤの如く、1”“）はコンマパチルレンの如くして、且っ、
　伝染挫を有するが故なるべし削
などと時に鰯擬されながらも、以後確実に、洋藩学習の隆盛とその歩識を合わせるように、
句読点は、蕃文一致を冒指す日奉語の新表記申に浸透していく。
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表互． 明洛期の洋語文典における句読点の訳語 （llは課著名）
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　その絶の句譲1記号＜？＞＜■〉＜　　　＞＜〔）＞＜i］〉〈，＞〈一〉〈”　’〉の訳名1’‘覧は別の機会に譲る．参
考’までに尖な訳誘名を挙げると、〈？＞嬢…簡点、＜！〉蟻歎点・驚嘆点、＜　　〉嬢練、＜（〕〉掘磁、＜f］＞鍵
点・翻；カ判、＜里〉鰭点・鰭字擦、＜一＞連字擦、〈”“〉薯1溜嬢，響である．
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軌範週の《顧樫線》である。後者の《顧挫線》は、《繊線》という形態的名称の多い中、
　　横線点ハ組立二於テノ欠ケ感鰯に於テノ移リ、不意ノ止メ、疑ヒ、或ハ結ヒ付カザル
　　繰リ返シヲ顕ス為メニ用ヒラル、　　　　　1大学南技騎繍冨絡賢勃斯英文典直訳易鵬4）
という，ダッシュの意味をよくつかんだ訳語である。明治28年匿燭逸文典1文劃邊におい
ても、Pun註t《魑》を《点》と訳したそっけなさとは対照的に、これに関しては《患考線》
という意味を訳出した名称を用いている。
　また、揃者の《半段蕗点》も、前回書及した通り、《半璽点》という形態面からの直訳
釣命名に対し、その意味的本質をよくとらえていて秀逸である。’これ以外の《；》に関す
る訳語のうち、特に輿味深いのは、蘭講学より引き艦がれた《半節標》（‘クワッケンポス賊文鰯納
翻削8ト《半節点》岬スフィー洲窮三葵文鰯義録1鵜ヨ4〕である。江戸時代の蘭文奥と明治時代の英・
独文奥における《；》の用法は、全く同じというわけではない。前野良沢の《半節点》は、
当時の和蘭蔽で、　「主文」と従属接饒詞によって導かれる「従文1副文〕」を区切る場合に
《；》を周いたが故の命名である眺。英謡のセミコロンにはこの用法はない。しかるに何
故、蘭藩学習の影響が今だ色濃く残っている明治18隼の《半節標》はともかく、我国の英
文法が新段鰭に入った明治30年代削になってから、《半節点》という訳喬蓄が突然現れたの
であろうか。これには少しく奇異の念を抱かざるを得ない。
　〈Punctu川on＞自体の訳謡は、麦とめると次のようになる。
　　i’点例　　　2’標式　　　3一科目　　　｛’句続・句続議　　　5．点句法
　　6．句点・句点法・旬点標・旬点ノ記号　　7’句読・句読標・旬譲法
　　田’句読点法・句読ノ点法　　『附点法　　川点書法　　〕一記点法　　12．点法
　　上コ・符号・符標　　14・記号周法・文法上ノ講記号
　句議1法の定義は〈文体ヲ分ツ＞というのが普遜であるが、逆に、「文を続ける」という意
の《旬鱗点》という名称の見られるのが、いかにも臼本的解釈で興味を引かれる。序章で
述べたように、山囲美妙が種々の旬読記号を用いたときr徽菌のようだ」と鰯掻されたが、
或いは句読点は，西洋かぷれした一種σ）邪魔者、流れるように整然と繍く灘書きの日本文の
中にできた駿いr染み」かr傷」のように、当時の人々の眼には映ったのかも知れない何
　表1を見れぱ分かるが、二葉亭四迷が「都の花」に雪めぐりあい圭を連載した明治20～
21年頃をピークとしたlO年ほどの閥に、多数の随訳文典が出版され、頭洋の《句読法》が
紹介されている。この直訳文典の隆盛は偶然起こったのではなく、それなりの理菌がある
一一これにっいては次章で述べる一一一・のだが、ともあれ、江戸時代の蘭語学習においては、
蘭学に従事する者の間でこそ、藤林普山匠煮繭藷窪駐埋の《O》のように、旬読点を用い
ることが珍しくなかったとはいえ、これが洋蕎蕎学習を麟れて一般にまで流布し始めるのは、
洋語学習熱が全国的に蔓延し、学習者の裾野が広がり、そして、文学における書文一致遼
動の始まった、この明治20隼代以降であろう何当時の洋瀦文奥において、種々の旬譲表記
が試行錯誤を重ねっっ考案されていく様予は、前圓既に見たとおりである。では、肝心の
日本語一訳文のほうはどうか。当時の直訳文典においては、いかなる訳し方が為された
のであろうか。
3．明治時代の直訳文典における1ヨ本爾
当時の洋鰯文典における日本轟とはどのようなものであるか。それを考察する前に、ま
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ず、書文一致という明治の新文体創造の背景として、その源流となった江戸時代の蘭学者
の和蘭藩と漢字に対する意譲を、杉本つとむ斬江戸時代蘭綴学の成立とその展關埋より見
ておきたい（以下、下線は筆者）。
　○大庭雷斎置和蘭文語凡例占安政211855）
　　　⇒第1章参照
　○小川玄竜匠喝蘭癖知カ臓1議邊安政3（1956）
　　　漢字簡爾字煩、籔宇簡而文煩。漢字有義一字或兼数書或兼十余書、故数百書之文可
　　　以収之於数十宰、豊不簡載。只其字有義毎物一一製之豊不煩哉。酉字只用二十六字
　　　母⊥」蟹遺遮雌越。只其字無義合字而成音合音　而成誘加助字於籍之首尾以取
　　　其義。敏数十書之文至累数百字豊不煩哉
　○可野　亮百蘭諮鰯案内岨安政3（1囲55）
　　　夫遠西之文タルヤ学ピ難キニアラサレ共唯本邦ノ人ハ其音韻口耳二憤レザルガ敏二
　　　読ニク・記シ易カラザルヤウニ覚ユル也然レ共天地閥執レノ團カ其人情世態二於テ
　　　豊異ナルノ理アランヤ故二是ヲ探ルニ事構ヲ以テスルキハ最モ容易キ学鰯ナリ此レ
　　　ヲ漢学二比スレバ十ガーヨリモ易カルペシ故奈ントナレバ字数ワツカニ十六字ヲ以
テシ輿辞パノ如キハ本諮ヨリ枝葉ヲ分ツガ故二理二於テ推シ料ルニ其則アツテ究メ
　　易シ委シクハ余カ蕃ス所’ノ和蘭辞典兼対訳和蘭文典等二就テ明了スペシ近ク此学二
　　入ラント欲セパ先ヅ本邦ノアイウエオ五十音ヲ譜翻シテ而後遠西ノ趨字アペセニ十
　　六ノ字体ヲ能ク譲書シ次二約スルニ欝ヘハ翼草行ト称スル女劃ク変体合セ百三体トナ
　　ルヲ講記シ蘭字対訳篇二載スル図解ノ如クニ字ヲ舎シテー曹ヲナシー音ヨリニ三四
　　音ヲ合ロシテー蓄トナルガ如キハー事会シ得レハ百事悉ク推シテ知ルベシ
○吉雄権之助匿璽訂属文鰯嚢茎1F本〕安政4（1857）
　　総テ繭洋諸国ニハ万ノ詞二九ツノ品アリケリコハ墓翻国ノ詞ニモヤガテアンメレド
　　知ル入イト希ニナンアリケルサヘヅルヤ麿山人ハカ、ル定マリヲパ知ラズ。サテ其
　　九ツノ詞ヲツラネ合スルニ五種ノ法アリテ少モ違ヒヌレバ書ノ葉整ラザルノミナラ
　　ズ書キ出ル文ノアヤヲモ書ヒ出ル詞ノ心ヲモ炎ヒツルモノゾヨ此五種ノ法ハカキ綴
　　レル文ノ詞ニハ更ニモ書ハズ言出ル詞ニモ虜ラ識ヒテ遠ハルフシハ護麓艦リケリコ
　　ハ滴国ノ如クニ雅書ト俗言トノニ遺ハ無キ習ハシナレバナリサル散二文譲学プ始二
　　ハSaame訂SpHakト書テ人書ヒサマヲ書ケル者ヲ学ピツレバ文モ歓モ圃ジカ、ルヲ
　　イマダシキ灘ハ書フニ註カノ五ノ法ハアリケン。文ヨムニハ必シモサシモアラズ唯
　　ソノ書葉ノ趣二随ヒテ兎ニモ角ニモ物スペキワザナリト書リコハイミヂクゾ心得ツ
　　ル蟹黄芯アル人ゾカシ
○鰯川春三訂洋学指針・蘭学部週安政4（1呂57）成立、明治1（1島68）出版
　　返世至螺層先生賞喝古学鈴屋先生随而和之群賢蚊出縫総翼廃於是乎雅書稽複遜棄著
　　夫麿山之文活字之用頗欠分明駿有助字不能噺既往之与将来散其解古経所見各異争議
　　紛出蓋先棋糊数万之字徒令鐙人労耳遠函諸国制宇只為声音之標其体　少繭其用潜繭
輯合之便活周之機殆不譲予我是故爾藩之式可以図示漢文之率則不龍也欝訳鵬蘭文範
　　将公千世先刻此図以為蟻矢今之従事洋学者雌舷干異書之霧不仰書霊之徳与二師之恵
　　吾薯憾之顕弁一言如是
四番目に引用した吉嬢権之助は、実質的にシーポルトの「鴎滝塾」を運営した人物であ
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表2、薯者別に見た明治期の薩訳文典の出版数幟瀦鶴藤藤桃よる）
訳出する方法＞削2である。蘭譜学習が全国的に普及した安致年間頃に始まり、明治に引き
縫がれ、前述のとおり明治20年頃にそのピrクを迎えている。
　このr直訳」という方式にはふたつの大きな特徴がある。即ち、
　　　1，漢文翻譲方式に墓づく撤底した逐諮訳
　　　2、訳語の定型化
である。第一の漢文訓譲方式というのは、上述の「直譲本の流行」の箇所で＜一二三を以
て返り馳を付したる蕃＞とあったように、日本語と喬吾顧の異なる欧文に、漢文を読み下す
時の句読法を用いて譲み頗を附すことである。これについては、杉本つとむ氏の厨江戸時
代蘭語学の成立とその展闘至Iに詳しいが、もとは匡解体新書塁で有名な蘭化・前野良沢
の創始した方法で、俗に「蘭化亭方式」と呼ばれており、明治期の文典でも盛んに用いら
れている血
　○渡辺五一郎議緕ピネヲ氏際書英文典鰯案内童東生氏蔵版　明治1川8㈹　　1－tまll・剣鰍か1や畑11・帖illl1細靴か1・
呈1機・咽綱快1②Cl1⑳炉1伽OW舳£l／1邊Ce㊧WW晒il・⑧
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○申村雄畜講駈カドリー氏原薯糧逸文典直譲壌識之堂　明治5（18川
1紬劣劣必室　ノタニゑユ㍍　　磁
　　　杣　　　　　　　　　　　　　　　　　　系与ξ〆ξ崇劣弩
1ゑ㌧〃、㌶二砿；㌶二4チニ／
ノ苓琴ξレ
ゑノjレ㊧　小郡汀一』
　　　　〃弟五章
　しかし、実麟にこの数字を遺ってもらえば分かるのだが、この譲み顧の番号は豪ことに読
みにくいのである。従属節がある場合など、次の番号が遠く飛んで鰹れてしまうので、文法
の未熟な初学者は洋文がいかなる法則で以て醒列され、次がどこへ続くのかが理解できず、
欧文の配諮法がちんぷんかんぷんになりかねないであろう。それ故、次のような批判が出
てきて、「文法」というものが口やかましく書われる原困になったのだろうと思われる。
　それから次に一っ注意しなけれぱならぬ大切な事といふのは、従来の学生は、文法は
　丸で貿茶々々で、幾り構はずに議を付けたものだから、文章に讃りがあっても分らず、
　無階みに議をさへ付ければ善いとしたものだが、是れが第一の根本的誤りである。…
　兎角文法てふものは、乾繰無味なものだから、之を放任して顧みないものがあるが、
　其結果として講譲上に一大障審を与えるものである。…
　　　　　　　　　　　　　（麓川忠嬢著冨新案英語研究活法勇大阪・浜本書店　明治36）
　「文法煽璽」とは現代の日本の諮学教育に対する非難の騒たるものであるが、かっては
文法に拘泥しなかった時代があったのである。な運なら。明治初年は、未来のエリートに対
する教育は十歳頃からすべて欧米人によって洋語でなされたので、「習うより憤れろ」式
で行けたからである血しかし、そのような時代が明治14～士5年頃までに終わり、日本人が
臼本語によって教授し始めると、そうも菖っていられなくなる。明治16年に始まる直訳文
典は、教育用藩が英綴から邦藷に切り欝わり、外国人教師の数が激滅した時期に、洋語学
習プームとともに蛤まった。そして、く一、二、三＞〈上、下〉等の旬読に従えば、文法
を知らずとも、良師を得ずとも、とにかく意味をとることだけはできたのである。
　このr訓譲法」に加えて、直訳文典の第2の特徴であるr訳語の定型化」が進行したこ
とにより、洋誘文典はいよいよ難解極1菱るものになってしまうのである。　「訳語の定型化」
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表3．明治時代の三遇・去及ぴ不定法の訳喬春
　　犬邊去
学びつ，学ぴき
萄てoき
嚢シタリシ
24
年　弩 書　　名 ・麗去 邊去 犬選去 産鰯在 不定蝸去
1897鰯鳶30〕スーイントンホ文鯛鑓馴赫餓） 愛セリ 愛シク 嚢シクリキ 愛ス 愛シタ
18981嚇川英辮犬全 持ツク 掩ツク 魔二萄ツタ
萄テ屈ツク 掩テ厨ツク 麗二持テ層ツク
18991嚇321繍鰯籔式英譲孚嚢鐘 持チシ 持テ屡ク 持ククリキ
持テ溝タ 持テ屡クrカアッタ
アリシ アツタ アツク1」キ アルコト アリクルコト
麗ニアツタ
嚢セシ 愛シク 愛シタリキ 嚢スルr 嚢シクr
19001嚇33〕子スフイー洲鵬三葵文奥議義嚢1鯖〕 愛しき 愛董5 愛した切き 送る 送加る
子ヌフイー洲脇二藁文鰯嚢棚） 愛セリ 愛シタリ 嚢シタリ字
ねすふい一るど葵文鱗二蟄塞内鰯〕 嚢セシ 嚢シク 愛シクリシ 鋤 送ツタ
19011舳34）文法大童1全1 護んだ 譲み了嵐つ走 譲んでしまった
ig081嚇41〕中学英文法譲義 愛シク 愛シク 麗二愛シク 嚢ス勢r 嚢シクr
アツク アツタ 騒ニアツク アルコト アツタ］ト
掩ツケ 持ツク 麗二碕ツク
というのは、　『かくかくの場合はかく訳す」というやり方をステレ才タイプに一定化する
ことである。これについては別議でも多少鰹れるところがあったが、Co訂jugation1動詞の
活用）を碗にとれぱ、「訳語の定型化」というのは表3のようなものである。そして、この
ようなr定型」に従ってConjugaいon金体を邦訳すると、次のようになる。
　　　　　○正oveナル動詞之変法
主要ナル部分）　現在　10Ve愛ス晃
　　　　　　　　半遇去分詞　1oviH
直嚢法）現在川。H。。。ポ
　　　　　半遇去　；Thou　lovedst
　　　　　過去：Thou血ast1oved
　　　　　大遇去　；丁出o竈hadsHoved
　　　　　第一未来；丁血ou　w川1oΨe
｛戸代尭大＝審星覇鰺英文奥直壽一大倉書店、靭薗20　［下饅ほ嚢著］　）
愛シツ1
成就法）
接続法）
第二未来：丁咀ou　wiい吐aΨe　loved
現　在
半遇去
遇　去
大遇去
現　在
半遇去
：Thou皿ay彗〕oΨe
：丁肚ou　mi島htst　loΨe
；ThOu㎜yS1血aVe　lOVed
；Thou　皿i直ht筍一　封ave　－oΨed
；HいOu1OΨe
；〕t血⑪田10Hd
　迅嚢うξ　　　i　oved　愛セシ
　過去分詞　1oved
救ハ愛ス序
　愛セシ
幽
　愛シタリキ
　嚢ス桁アロウ
　愛シクデア日ウ
　愛シ鮒
　愛シ得シ
　嚢シ餐タ
　愛シ篭ダ」キ
若シモ救地愛ス序ナラバ
著シモ汝ガ愛セシナラパ
愛シタル
　命令法）lOVelけOu）嚢セヨ
　分　詞）半趨去；oviog愛シツl1遇去1oΨεd愛サレクル；大遇去haい皿g！oΨed　愛シタ鍵デ
　不定法）現在ノ時↑o　l⑪ve愛ス舟ペク；遇去ノ時To　hHe1o｝ed　嚢シタペク
この《変法》における《直接法》の6時制の訳し方は、英・独を間わず、当時の洋蕎腎文
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典にほぼ共通のものである。　《現在》の《愛スル》、《半過去》の《愛セシ》、《過去》の
《愛シタ》削コに従って，接続法現在及ぴ遜去がこれと岡様に訳され、不定法遜去に至って
は《愛シタベク》にれは一体どういう意昧であろうか）となっている曲このステレオタイ
プな訳語のため、繕果、接続法半遜去はその意味用法までが過去だと誤解され、不定法過
去は薗然な日本語でなくなってしまったのである。
　しかし、それ以上に困ったのは、直訳文典の原奥が本国直輸入のものなので日本人に合
わないということであった。よって、消化不良による＜隔靴掻痒ノ憾＞を笑くすべく切に
望まれたのが、日本人が、日本人のために、日本謂で警いた「《邦語》文典」である。
○匿英文法教科書埋　r自序」、共益商社薯・蔵版　明治29い呂96）
　　　本警ハ我邦文ヲ以テ英文法ヲ講述シタルモノナリ謂フニ我邦文ヲ以テ之ヲ為ス洋ハ
犬二鰺　　ノ便宜ヲ得ルr董ヲ須タザルナリ固レ乃チ外国ニテ他国ノ文法ヲ董ズル
二自團ノ言語ヲ以テ之ヲ為ス所以ニシテ本書ハ全ク此体戴二則リ文法用綴ヲ除クノ
外ハ全ク我邦文ヲ以テセリ然レ庁其説明ノ如キハ極メテ簡明ヲ尚ペリ是レ其講授ノ
際十分二之ガ説明ノ余地ヲ造為シタルモノトス……之ヲ要スルニ現今我国学術ノ進
メハ遂二書　ノ　　ヲサムルニ慨’’ユ　　ヲ以’淋　セラレタルモノヲ以テ’スニ
至レリ然ルニ糧リ此英文法一科ノミハ猶其旧法二率曲シ我邦語ヲ以テスルモノヲ用
韮雌而己ニソテ絶テ之ヲ迅　　逮二精確二鰺得スルノ便法有ルrヲ知ラザラシム是レ実二薯者ガ薗己ノ○劣ヲ顧ミ
　　ズ此書ヲ公二為スニ至リシ所以ナリ
○大村仁太郷・山［］小太郎・谷口秀太邸舎蕃匿糧逸文法教科書岨　r凡例」、燭逸学協会
　出版部藤版、明治2〔i894〕
　　2、従来我邦二行ハル・鰯逸蔽ノ文法書ハ大璃鰯逸国学生ノ為二薯述シタルモノナ
　　　レハ　　ノ’　。…明ノ　法τ　　…ノー生ニ　セザルコト固トヨリ　ナリ奉書ハ此鰍
　　　銚ヲ補ハンカ為二鰯逸文法中最モ必須ナル教科ヲ撰鐸シ専ラ教授法上ノ原貝1j二基キ
　　　易ヨリ難二入リ簡ヨリ繁二及ポソ鐙故二其系統ノ如キモ
　　　従来ノ文法書ト異ナル所頗ル多シ
　表1には明治31年に2慨の邦語英文典が見られるが、独・仏喬吾においても、羽治34年に
冨邦語鰯逸、文典埋1脅木昌吉纏、博文館1、罫邦綴仏蘭爾文典週1松井知時鰯、博文館）が出て
いる。かくして、明治30年になる頃から，＜直講なれば其義もよく遁ぜずI初学者のために
文法を知らしめ、たやすく議議をなす動とはなら＞浬〕なくも法い日本識が、洋語文典に屍
られるようになる。が、実を書えば、邦人の手になる邦蕎吾文典は、これ以前にも若千書か
れてはいたのである。洋語一辺倒による教育の鐙中の明治4年に薪洋学指針ぶ、明治i7年
に冨文典和解英文指針退、明治20年に、圏頭に挙げた、坪内遣遥の序文を持っ置和解纂註
英文軌範玉及ぴ匿鰯文組立法週等、漢文臭があって固いが、一応読むに融え得る日本語で
書かれた邦語文典が鶴まれている。特に明治22年に長騎で出版された匿和議英小文典遇は、
Conj邊ga〕onの表示法など、＜僻地良師友二乏シ〉という凡例の書葉が皮肉に闘こえるほ
ど、江戸時代以来、外国蔽学習の中心であった土地の面目鰹如たる内容である。しかしこ
の頃は、直訳の易きに流るるが故の文法岨鶴の不鱗とr］語文未成熟のため、邦講文典は十
分育たなかったのである。　匠邦語OO文奥岨というタイトルは伊達ではない。　《邦諮》と
いうのは、機文字ではなく日本喬春で書かれてあるので誰でも読んで理解できる、即ち＜其
一26一
意ヲ解スルニ苦ミ殆ド文法ヲ知ラズ㈱）遂二倦テ復習セサルニ至ル＞削5心配がないとい
うことを意昧する、娑時の文典の最大のセールスポイントである。
　二葉亭も、著き1ヨの洋誘学習の際、このような難解な臼本蕎匿で警かれた直訳文奥を手に
したことがあったのであろうか。そして、
　　○私ガ警生デアリタ　　　　　　　　O彼ガ活シ能ハヌ
　　○フランツ帝ガ已ニニニ員後二戦場ノ上ノーツノ驚火ノ傍ニナポレオントー所二来リシ
　　○勉強ナル駿人ガ彼レノ巧ナル頭ノ側二仕事スル削6
のような、＜漢文ノ譲方劔チ直譲法ノ習癬＞澁17に傲った、＜従来多クハ直議体二流ル・ヲ
以テ活踊ノ才ヲ養成スルコト態ハ＞注Hざる和文によって、文法を学ぴ、作文練習を行なっ
たのであろうか。
　このような蘭奉誘とも言えぬ日本綴1或いは金くの原綴のみ〕で明治の人々が繭洋語を学
んだことを踏まえて二葉亭の肝めぐりあひ圭を屍ると、書文一致体であれだけの文章を綴
ることの労薔がっくづく恩い遺られるのである。言うなれば、明治20年当時は、口語によ
るコンポジションが確立していなかったのである。＜あざやかな大粒の星は黒ずむだ蒼空
にきらっき切ツてゐた＞のような表現に接すると、その新奇さに違和感さえ感ずるが、二
葉亭は、あまりにも鮮やかに鮫々と輝く星々を新文体でいかに形容すべきか、どれほど腐
心したことであろうか。しかし、言文一致体でかくかくの表現ができるものなのかどうか
という閲いに対する返答は、臼本藷蕃による自然な表現を犠牲にしていた姿時の洋語学習か
らは得られなかったのである。
　4．蘭訳糞文典罫葡請議窪鉦週とその訳文
　では、8本における翻訳文奥のルーツは何か。そして、そこでは鰯何なる日本語の表現
がなされたのであろうか。
　本邦における本格的な邦訳蘭文典は、文化811呂11）年頃、馬場崖十郎貞菌によって訳出
された置和蘭文学閲答晒文規鋤遇である。
　　　＜凡綱＞
　　一、此纏ハ和蘭ノko1oeいs　vH　del　p註1皿ト云エル人ノ著述ニノ題号ヲnedel－
　　d訂ilsc血e　Sp－a註k　k自nsいo〇三de　jungdト云フ此ヲ訳ヌレハ幼学須知文家必用ト云ハ
　　ンカ如キ義也訳成テ後暫ク此ヲ藺文規髄ト仮題ス原本板行ノ年ハ彼暦数一千七百七十
　　四年也安永三年甲午二娑ル注1，
　しかし、この警は＜いかなる事潜によるのか、っいに刊行が実現しなかった＞削0．これ
に代わるものとして同年頃訳出されたのが、藤林普山臣和蘭語法解岨である鰯刎榊12年頃〕。
従って、出綴されて広く巷間に流布した翻訳文典としては、この置和蘭語法解邊こそ、そ
の最初のものと書えるであろう。ここにおいて如何なる日本爾訳が、鋼えぱ動詞の時樹・
仮定法などで為されているか、大いに興味をそそられる。ところが、藤林普山のこの訳述
警は、その表題こそ和蘭誘の文法書となっているが、その内容は実は英文典ではないか、
即ち和蘭語に訳された英語の文法書ではないか、と考えられるのである。何故かと書うと、
和蘭蔽にはなくて英語にのみ存在する文法事項が、この置和蘭籍法解埋には見られるから
である。そこで、訳文考察の前に、ωその薯者、及ぴ該奮における英文法に特徴的な事項
一27一
である②許珂法、13〕鰍助書の3点について吟昧してみることにする。
　4．i．底本にっいてい鰯雛露1切鮮蝸会園書鯛藤の翻麟3圏を鍾蝸する）
　　　　　　　　　　　　　　　　川著者
　普山が原典としたのは＜旨乞桑＞著すところの＜斯審褒茄公蘇暴＞である。
　　1鯛〕普山薩先生。最曙此学。訳警数十部。躍恩糖鱗遂究其麓奥。乃本彼邦首乙東氏及。
　　数家之斯普羅加公断多。乾調繍引類挙綱加自得之説。著一警題B和蘭蔽法解…削1
　この人物にっいて、杉本っとむ氏は、
　　　国会図書館に所蔵されている旧幕府所蔵の蘭書によって、＜P一一＞と姓をもっそれ
　　らしい箸者を謁べてみたが、ぺ一トンなる人物は屍幾らない、ただ”Spr呂akkunst“で
　　あるから、その点からも謁査したが、むしろウニ〔イランドが、P、ウェランドで、その
　　”Peいus“を姓のぺ一トンなどと誤解したのではないかと推瀦してみた削2。
と述べられているが．この＜百乙東＞というのは、Sewelの文法書に名の見える＜PEYTON＞
のことではなかろうか。
　Sewe1の文法警とは、P．闘川皿と並んで江戸時代の蘭学者達が好んで使用したもので、
藤林普山も《助蓄》㈱の囎謁』〕の箇所で、
　　按スルニセウェル氏薯ス所ノ言蕎奥二zoudenヲondeilteliende　toeko皿囲ende川d陀
　　ス1・・
のように言及している。江戸幕廠旧麓洋警申には、Se眺1の蘭薬・英蘭辞警である
　　Volko固en留ooide皿boekdenede1duいscheen匡ogelsc血eTa呂1e皿、／Aco㎜パe註tDic一
　　い0MエyDutch　andEnglish，Tow出icHs　addedヨORA舳AR，fo正boけ1－aoguages．↑｛
　　A囲sle1d盆m．1708／1746／1766．
があり、これに附された英文典”Ve〔o⑪g　wegens　de　En唐elsc出e　S”aakkoosピ‘に＜Heer
PEYTO珂＞の名敵が見える1序文2／奉文5鰍〕．そしてSewelは，この簡潔な英文典の記述を＜Hee［
PEYTOH＞の文法書を参照して警いているのである。
　○De1leel　PEYTONleい．inzyneS”a註kkonst，o皿de－deeze榊oo［denmeedeop：Al－
　　mond．舳nd珊aid、…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p，3）
　　　　ペイトン醍瞳譲⑳文澁書において　A　i皿ondI　H註nd咽3i　d　もこ苅らの言葉の申に趨えている．　［塞著の　d　ヒっいて］
　○　　一n　de　VeT趾a訂de－i邊萬　de言zelven，z畠1　－k　wede：o囲　den　Hee－　PEYTON　vO亘gen，dien　ik
　　1n　dee－en　niet詮anvいbele1en，　　　　　　　　　　　　　　　　　　1四．川
　　　　ここの醐は，酬ペイトン脈麓うことヒしよう、融鮒鰍上ヒうまくできないので．1代名敵っいて1
　　　　　　　　　　　　　　　12〕許可法
普山は獺Od杜S1謡法：蘭闇ijZe；英mOOd又は㎜Oωとして次の9法を挙げている。
　　　　○渚言法「ウェイセン。デル。ウ〕ニルクウヲールデン」
　1．直説法「アーントーネンデ。ウェイセ」
　2．許可法「フルモーゲンデ。ウ〕ニイセ」
　3．附説法ゼアーンフーゲンデ。ウェイセj　rヲンデルフーゲレイケ。ウェイセj　rウェ
　　　ンセンデ。ウェイセ」　r工一ルステ蹄一トフルピンデンデ。ウェイセ」
　4．第二二鰭説法「テウェーデ。フルピンデンデ。ウェイセ」
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　　　　　　　　　　　　表4．才ランダ講原書における邊odm；の構成
不定法　　Onbeρ．昌Onbθpaald8wljs；ln一．空1nflnlWu宮
分　蓄司　Deelw、二0eelwoord；Pan．出Pa州oiplum
薗醜法・TOoo．＝Toonθnde　Wyzθ；Aan1一鶯Aantoonende　wijs：lnd．孟1ndioativus
命令法　・Gebled．空Gebledende　wljs；lmp．岩1mp甘at～us
鯖法8岬肝B榊・g・・d・Wy・・：B1iドBi畑g目・d・wii・；A…．鉋A・・w・g・・d・wij・；
　　　　Wensoh声Wensohende　Wyze－Subj声Subjunotiws1Oが．巴Optatiws
　　　鰯用鱈左溺の数宇はModusの列挙頼位を示す。　　鶴（蘭）（英）（仏）は何語の文法奮であるかを示す。
η㎎1宝永彗〕 畦wl｛英〕 1、丁帥n． 王、o’b；o止 コーw帥，｛． 一．Ol｛叩、 山dw．
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　　5、使令法「ゲピーデンデ。ウェイセ」
　　伍、不定法「ヲンペパールデ。ウェイセ」
　　7，疑閲法「フラーゲンデ。ウェイセ」：a．疑間不無法　軸、疑閥不有法
　　囲．不無法「ペヘスチゲンデ。ウェイセ」
　　9．不有法『ヲントケンネンデ。ウェイセ」
　和蘭語のMod割sは、普遜1．3，5，6．の四法である。4．の《第二附説法》とは、例文
を見る限りでは《条件法》のように恩われる。ドイツ語でもKondi〕on川sとして一時
《接麓法》1普山の《附説法》〕から分駿した時期がありlBe£k“，1864・元菌1／Sch亘feI．1囲囲2・
覇薗15〕，それが明治棚の1ヨ本の独逸藷において《約東法》と訳されたが、英藩にこれが現れ
るのは珍しく、江戸籍府旧蔵洋書中の蘭文典にも！鋼しかないlHa醐eゴbeTg．1845・塾耽2〕。ま
た、最鐙の3者はそれぞれ、7．島．普通の疑閲文、b．否定疑閥文、8、肯定文、9．否定文、を
作る法のことで、当時の文法書ではしぱしぱ、哩odusとは別の「囚法」としてCo聰juほ川on
　　普山の用藩では《転変図》　　を構成している。英語では〈m邊nneT＞或いは＜fOm＞
と腰ばれるが、和蘭語では蜴OduSと岡じ＜留ij竈e＞となるため、両者を餅せて干九法」と
したのであろう注”。では、最後にひとっ残った2．の《諦可法》とは側か。原語はVe一一
㎜ogende附jze1蘭〕／Potential　mood1英〕であるが、こ二れは、実は爾文法には無いのである。
　表4は、江戸幕廠旧蔵洋書中の蘭・英・仏文典における蜴OduSの構成を示したものであ
る．5箇所ほど＜Pote圓いa1固ood＞が現れるが、いずれも英文典に隈られている。更に表5
は、英文典のみのmoodの構成を謁査したものである。これによると＜Potential㎜ood＞
の初出は、1549年のL〕ザColelの羅英文典であり削｛，1621年のGi〕の英文典以降、ラテン
文法のOp1川vus1祈顧法〕に代わって＜Polentia1㎜ood＞が英文法において行なわれるよ
うになったことが分かる仙＜Potenliパ剛ood＞とは、形態的には、c竃皿、耐ay．mst等を用い
て＜力、出来ペキr或ハ構鑑鶴作或ハ構ノ必要ヲ表ハス処ノ動詞ノ其形＞控25である。天保
11隼11呂州の罫糞笈蟹うでも《許可様》と訳され、繕燭この囮oodは、明治30年代に漉行
したNe川eldの英文典で否定されるまで、《可成法｝《可能法》などとも呼ぱれて繍く
ことになる。罫英文鑑』の底本の著者である有名な英文法家L．蜴HI3yは、1861年版の
”English　GH到皿H“において、
　　丁封al　｛he　Potentia1　邊ood　彗血o衙1d　be　sel〕島rated　－rom　the　subjunct…ve．is　evident．
　　ho皿t出eco皿pleHess　and　coポusion洲ith“e”oduced　byいei；beingblend一
　　巴d　toge1出e1，Hd　ho固nedistinct　H1咀1e　o〔he　two皿ood5：…　　　　1口．7呂〕
と述べており、《諦可法》は、S皿bjunc〕Ψe《附説法》から分麟した、英文法特有の鋏ood
《活書法》なのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　13〕鰍助書
　そして、この《許可法》に用いられるcan，靱ay，must等の、現代で書うr助動詞」が、
当時の英文法でD肥1ecいveΨerb《鰍助書》として分類されるものである、藤林普山は《助
書》を《歓助書》と《完助言》の二つに分け、前者の動詞として、
　　1，doeパ葵：todo／譲：lH1　　2．z蜆1ien［sh川／；ollen1　　3，wi〕en［wil1／理川en1
　　4．皿oogenlma｝／皿Ogen1　　　5．konnenlcH／kOnnen1　　　6．皿oeleパ㎜s1／囲Ossen1
　　7－behooTcn川o　be1ong）／1窩e血OHn〕1　　　　8，1aパen［to　le1／；丑sse皿1
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　　9．トe出beパtobHe／habeml　1O，wo＝den川obeco副c〕／慨e1de皿1
を挙げている1英・鰯籔筆著）。その定義は〈是其一旬二全ク溝ザル意アル蓄〉であるが、これは、
いわゆる不完全自動詞の意瞭議駒説明であって、《鰍助書》のそれではない．《鰍助書》と
は、遇去分詞・不定詞・完了時樹など、ある種の法・時制等を持たないためCOnjug川On
の一部が欠けている動調のことである。明治の英文典においても《不具動詞》《敏動詞》
《欠損動詞》　《不足助動詞》等の訳綴で以てその名が見える注H。
　ところが、これらの《餓助書》のうちのほとんどが、当時の蘭文法では《助書》でない
のである。江戸籍廠旧麓洋警中の蘭文典で見る隈り、和蘭藩の助動詞は、完了形を作る
heいe邊1to討ave）と川nいo　be）、未来を作る川1enlsh川、wi川の三著か、或いは、こ
れに受身の助動詞である慨O1de皿1塑1Welden）を加えた幽者かであり、CH．囲ay．皿uSt等に相
当する動詞は立振な本動詞である注27邊従って、普山の挙げる《鉄助書》は醤、和蘭鰯では
完全なconjug川on《転変》を有する《完助書》なのである佳2凹。しかも1．のdoenの場
合は、和蘭蔽では《助書》ですらないので、普山には二重の混乱があることになる。dOen
即ち＜do〉を《助蓄》とするのは英謡であり17，のbe出eHen童鰯でも《鯖》で肋1り、当時は
尊ら「強意の助動詞」として用いられているldoによる疑閥と否定はまだ一般的でない）。
　Sewelは、前述の辞蕃中の蘭文奥で、和蘭諮の＜＾皿x川aH｝e［b＞に関する註において、
以下のように述べている。
　　Tいs　ve1b　lzu〕enのこと1hs　a1s0H　lnlin川Ψe鵬ood慨いc出ilW蛆15in　the
　　Eng1ish、…＝Ye〕l　is　lobe日oted．いatいey　He　nol　soDefecいH　inDいc出as
　　i聰En9〕s血：for　si囮ce　t出ey胎avenot　onけ“εP“〕ci■es　ofけePrese鉋1
　　Tense，as左θ〃θ〃ε．”oθ’e〃ε．”oε〃〃ε，b纈t　a1彗oけose　ofいePTete卜Peパekt
　　Tense，a56θ左o〃θ”、厚ε遡oθ’θ固，星停卿ε星θ五．＿　　　　　　　　　1いと飛虹筆著11p、川
　　　　　　　　　　　　　　　　　｛A　b＝ief　and　co㎜1〕endio邊s　D皿一c吐　C一註㎜囲af．176伍）
　確かに和蘭語のzu〕enに対庵する英語はsballというDefec〕ve　ve1bである．もし
下線部の註がなけれぱ、英綴の知議しか持たない者、螂ち、英籟を母国語とする者が和蘭藩
の〈Auxiいaけ叩erb＞を考える場合、英語のshal1岡様zぺlenも《験助書》であると、
無意議のうちに恩うことであろう．dOについては逆に、原典の英文典にこれが《助書》と
して記載されていて、それが対庵する和蘭編に訳されてdoeoとなったところの、いわゆる
r蘭議英文典」を、普山は罫煮議議窪縁埋の底本としたのではあるまいか。それ救、和蘭
語では《助書》、しかもDelec〕ve　ve1bではないはずのdoenが、　匿和蘭綴法解退では
混乱して《歓助書》ときれているのではないだろうか。
　以上の3点一醐ち、Se剛1の英文典がPEYTOHの文法蓄を参照していること、《許可
法》が英文法の文法要素であり、また、dOenltOωが助動詞としての用法を持っのは英瀦
であるということから、藤麟普山の雪和蘭誘法解塵の底本は蘭訳された英文典であると考
えられるのである。　駈江戸時代蘭蕎喬学の成立とその展闘湧第I都の註記には、　「…砦繭克
己氏は、＜ぺ一トンとは丁血e　eie囲ents　of1封e竈ngいs止1a邊gHge…ex口1パ聰ed…by舳｝
of　diパo阯e．の薯者V．Pe1to旺を指すのであろうか＞と述ぺている」とあるが睦”、この指
摘は、蓄名の当否はとも角、疋しいのではないだろうか。もしこの推議が正しければ、英
文典の本邦初訳は、天傑い年118州の矛装董蟹うではなくて、この韮藏繭藷窪駈週という
ことになる何
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　4．2、訳文にっいて
　では、その訳文はどうであろうか。前章との比較のため＜！1eb吐en＞のCOnjuga〕On《転
変》における直説法の訳し方を屍てみると、次のようになっている。
　　理毫在　　　ik　heb／hebbe　　　　　　　あO．　ある、　あ加．　た靱．　たる．　た加．　もてO．
　　未遇　ik－ad　　　　　　〃ぎ．〃虚．た切き．た靱．き．てき1持ちき、
　　全過　ik　hebハebbe　gehad　肋曹．肋虐、持ちき．
　　遇遜　iいadgebad　　　虜嫡、舳虐．もちた．持て日き，てあOき．
　　未来　ik川血ebben　　　あらん．たらん．あらう．たらう．てん．碕らん．
　《未遇》は《未成邊去》l1醐eHekt1表3の《半遇去》）．《金遜》は《金成遇去》（Pe：一
feい：《遇去》〕．《遇趨》は《遇去邊去》lPiu”〔eい1《大遇去》〕である．表3の明治期
の訳し方と異なるのは、まず，《未遇》《全遇》《遇遇》という3っの遇去に対して無理な
訳し分けをしていないことである。これは、本来この三区分を持たない日本籟σ）牲質から
書えば当然なことで、籍末・明治期に《全成遇去》にのみ固定される〈ありた＞という語
形が、三過去に共通して用いられている。
　次に、この当時はまだ文藩文による記述であるので、係り緒ぴによる連体形・巳然形終
止のあることである。　《現在》を鋼にとると、
　　臨あり。たり。……終止形　魑ある。たる。……遼体形　歯あれ。たれ何一・・巳然形
となる。そして、これらは《助奮》としての訳であり、本動詞としては＜もてり＞である。
　実藤の文章の訳は、以下のようなものである。
　　蝸等ハ習等ノ敵ヲ妨・能ハザラFと【　　　　　（鰍助書の鋼）
　　②吾ハ舵ク歩ク■iガデキヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　く許可法の凋）
1篶1篶11ゴ　　llllll
　　16〕彼男ハ彼女二婚セント恩フ鰻ヒ朋友ガ非、ユルトモ　　　　　　　（附説法の綱）
　②の＜吾ハ能ク歩クrカデキヌ＞を、第2章で引用した明治期の訳文である＜彼ガ謡シ
能ハヌ＞と比べると、主格の助動詞が＜ハ＞になっており、＜～ガデキヌ＞という言い方
をしているという点で、前者の文化8年118川置葡議霧窪駈2の訳文の方が、緩者の醐治
17年11984〕蕃鰯逸文法構梯週のものより余程自然で現代に近い。16〕の附説法の文も、嬢か
に訳譲は古騒であり、またr彼」　r彼女」が当時まだなく、〈覆勢シ＜援安シとこそなっ
ているが、決してひどく不自然でも、文意不遜でもない。これを、綱えば、
　　〕itwefedo皿e慨咀e莚’いs　done，t血en’twe1e慨e〕，いwe1edone　qいckけ．
　　　　①　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　③
　　　其レガ成サレテアルキニ着シ其レガ成サレテアリシナラパ、然ル序莫レガ誰ク
　　　アリシ其レガ逮二為サレタリシ①
　　　　②③仙形関議補匿須因顧大文典講義裏1上〕、關治27）
と比べると、それがよく判るであろう。この羽輪の文章は1囲94年のもので、16〕の1811隼よ
り緕3年も後に書かれているのである。この訳文は、表3に示したステレオタイプな訳し方
の典型である。①②③の3つの＜慨ele＞は《半遇去》の定型に従って＜アリシ＞とされ、
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r～なのだ」　r～なの虐成」という反実仮想の意趣が表現きれていない。独逸誘では、直
説法遇去＜w1＞に対して、普山書うところの《鮒説法》、螂ち接続法1雛法〕は＜w打e＞とな
り、形簸的にも明確に議別可龍であるが、それでも、＜慨打e＞が時制的に遇去を意味する
非現実仮定だと誤解する初学者は少なくない価ましてや英語においては、直説法も《附説
法》もともに＜we1e＞であるため、〈アリシ＞という直説法と嗣じ訳語を用いることがで
きてしまう。それが故に、＜断ノ場合二於テ遇去トハ其ノ形態上ノ遇去ヲ云フモノニシテ
意義モ遇去ト云フ義ニハァラズ＞削Oということが、かえって理解されにくくなってしま
うのである血
　他の直謙文典においても、この文章の訳はいずれも概たり寄ったりである。
　○其レガ為甘ル・床二若シ其レガ藷ザ1ル・デアロウ1レシナラパ然ル床其レガ善クアリ
　　シ［アルデアロウ1其レガ逮カニ藷サ［ル・デアロウ1レシ
　　　　　　　　　　　　（斎藤桂堂議罫スウ＃ントン氏英文典直講蟹松成堂、明治20）
　○其ガ為サル）洋二著シ其ガ藷サレシナラパ1有テ有フ1然ル洋二其ガ能クアリシ1宥テ
　　有フ1其ガ逮二為サレテアリシ崎テ有フ1
　　　　　　　　　　　（渡辺松茂譲述野スゥ掠ントン氏英文典直議3穣善鑓、明治20）
　○著シ夫レガ為サレテアリシナラバ着シモ夫レカ為サレテアリシ時二然ル時二夫レガ善
　　クアリシ夫レガ逮カニ為サレテアリシ
　　　　　　　　　　　　（困申達三郎議述肝須因顧氏大文典解釈埋1司盟警輯、明治21）
　これらの明治の直訳を次のものと比較する時、人は藩学の「進歩」ということにっいて
疑いの念が湧き上がるのを禁じ得ないであろう。和蘭藩の＜五〇uden＞1英1sbou“，wo竈1d／譲：
SOl〕e〕の意醸用法に関する、万葉集の歓を鋼にとっての説羽である削1。
　　奉歓：飛鳥川しからみ渡しせかませぱ漉る｝水はのどけから婁し
仮令：飛鳥川ニシガラミ渡シテセヒテ見タラ／鴨漉ル・水カ長閑デヨカト目㎏
　　　　ニアノレカラー胸二＝劣姜≡鰯〕ト7ノ、ヲ」ヒ
　　権量：飛鳥川ニシガラミ渡シテセク｛奪㌔セヌ筈カシラネ1モセクナラハ水カ長関二流ル
　　　・デアロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［下饅等ぱ筆剖
　＜zouden＞が文藩のrまし」に櫓当し、単なるr推蟄」ではなく、反実仮想のr仮令」
であることが、〈長閣デヨカロー二…＞以下、屍事な口語の言文一致体で以て示されてい
る。この訳は、中野鰯麗罫蘭学生繭父2から採ったものである。薯者の橡麗は宝暦10年
11760）生まれ、安永6～7年0777～呂）頃、病のためi罧才で稽古遜詞の磯を辞して以来、
ひたすらオランダ語研究に没頭、蘭本初の蘭文法学を翻始し、文化3年u8州、4？才で長
逝している。この罫蘭学生賊父望は成立年代が不明なのだが、長鰯に遊学した大鰯玄沢が
綴圃に会い、その薯述したものを江戸に持ち婦ったのが天明5年117呂5〕であるから、着し
この時点で成立していれぱ、r煮誘藷窪釦当とは26年、明治27隼1i8川の山形闘訳r須因
顧大文典講義ぶとは、実に109隼の闘きがある。幽治を趨ることおよそ1世紀前に、既にこ
のような達意の書文一致俸の訳が、蘭藩を研究する者の手によって為されているのに、そ
れが何故、明治になると、先述の仮定法の訳文のような、或いは第2章に弓1用した英・独
の不定法の解説のような、文意不遜の薙解なる「迷文」にならねぱならないのであろうか。
百蘭学生前父パこは、この他にも、
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　　持統天皇ノ鰯歓モ万葉ニアル本歓ハ夏来ルらしトアリ俗二夏ガ来タソーナト云らしト
　　鴬ノらんトノ分別スベキ蘭語未タ恩ヒ縄ス固1害sc出en1多分〕was出jH1er芭eko釦en彼
　　ひと愛に来にけらし帥里　　　　　　　　　　　　　　　　　　［下鰍ぴ1〕切帥筆者］
のような口諮による記述が見られる。
　　今でこそ口藩体の警きものが巾を利かして来たもの｝十年、二十年、さては三十年も
　　前に上ると普遜文は云ふも愚か、手紙にても之を使ふものなら丸で女郎の文見た様な
　　と一と口にけなされたものである。所が今は何うか、手紙は云ふも更なり新闘から錐
　　誌から、単行本の書㎞まで此体によるものが多く、往々祝文、祭文、届警に迄口蔽俸
　　を見ることがある、尤も同じ口爾体と云ふ内にも繕構の上に色々鰹が異なったものが
　　あるが兜づ大体では口で述べる様に書く文体が行き渡って来た、
とは・囎拾42年野新式初等英藷濁鰺邊帳井氏致著・樽文螂の雷であるが・明治19年、山
囲美妙・二葉亭卿迷が書文一致運動を起こすはるか以前に、この運動には、蘭語研究によっ
て培われた長い豊かな前史があるのである。
　しかし、江戸時代の蘭轟学の訳文がすべて、襯圃のものの如くに秀でていたわけでは勿
議ない。議を募葡薗藷窪蝕埋の6つの訳鰯に廃すと、㈹の〈彼処二今子ンハ果ガ少シパカ
リありき＞の場合など、魔文との対照なしには理解が多少妨げられるきらいがあり、籍末・
明治期の直訳につながる頓向が一見られるようにも思われる。
　　護駄匝1今年1　少　果　同
　　DaH　川n　Hロピjaa1階ei固19　圃Peien　geweest．
　が、やはり、文章の自然さという点では、蘭語学における訳綴は蜴治期の直訳文典には
るかに勝るのである。天保11年の罫装笈蟹苫にしても、意昧不遜のr迷文」では全くない。
文体こそ言文一致の口語文ではないが、綱えば、次のような関係代名詞の文を、
　　仙ewo皿H，w血o“e一血eTe、血五vetoldi一．
　　　其処二屠ル厩ノ女等カ夫レヲ藤レリ
と訳している。それが、纂末・明治の文典になるとこうなってしまうのである。
　○務ガ　夫ハ　ーツノ国語ノ組立ヲ　為ス厩＝ノ　騨ガ　種々ノ性質ノモノデアル…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1竹内宗緊罫和蘭文奥読法ぶ安政3〕帖］コ
　○他動詞ハ　モノ、デ　芙二薦テ　鰯キカ　夫レ　失レハ　鰯ク所ノ　夫レカラアル
　　モノ　夫レハ　鰯キカケラルル所ノ　アルモノ□口0　達スル所ノモノ、デアル
　　　　　　　　　1渡辺五一郎直議薪ピネヲ氏原警英文典鰯案内埋爽生氏蔵、明治16〕
　○動露‘蟻爵’　芙レノ、　想像　即チ　理解ヲ　与ヘル遜ノ　夫二魔　何ヲ　物等ガ
　　ナス　或ハ　何ガ　彼レ　ニ　ナサル・カノ　物等ノ　鰯二　就テ
　　　　　1セーフェル氏際薯・的場棄一揮訳百挿議譲1燦鰯逸文奥指針豆麓葵堂、蜴治川
　まさに原文に則した、先行詞と関係代名詞の二重訳である。これがr直譲」というもの
なのである。そして、こ二れらの直訳文典で用いられた翻訳喬雷は、上述のように、蘭本語と
してはまさに最怒だったのである。
5、鰭譲
r天才的」と言われた森鴎外のドイツ語の基礎は、蘭言蕎学習にあった。
　父は所謂蘭医である。オランダ語を教えて遺らうと書はれるので、早くから少しずっ
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　　習った。文典といふものを譲む。それに前後鶴があって、前纏は喬蚕を説明し、後鶴は
　　文を説明してある。それを譲んでゐた時字書を貸して貰った。蘭和対訳の二冊物で、
　　大きい厚い和本である。
「鶴外五十三才春の筆である。ここに出てくる文典の繭後纏とは、熊坂蘭斎あるいは箕作
院甫の翻刻出版した、＜Gla匝剛aいca〉と〈Syntaxls＞　　詳しくいえば、冒本誘で＜翻蘭
文典前纏■後鰯＞名で出版された紬a註1sc吐a蓼司ijの”GHmmaいca“■”Sy蘂taxis“で、天
傑一一年1一八四〇〕、天保十三年、嘉永元年ト八六二〕などに出蔽されている。文久1二二年
生まれの鶴外より二十年ほど前である」睦“。
　この箕作院甫翻刻の匿和蘭文奥週は、現在、國会図警鱒で見ることができる。第3章に
附した、古雅な鼠HTe邊1体による蜴治5年の鰯逸藩直訳文典もそうであるが、この茅和蘭
文典岨も漉れるような筆記体で記されている。
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　ここに掲載したのは、十品詞名およぴ名詞を説囎した鰯分である。これを議みこなすた
めに、幕末に漢文薄11譲式の慮訳文典が種々刊行されたのであった。鴎外も、きっと手にとっ
たことがあったであろう。この蘭蕎蔭学と漢学を両輸に、明濃5年、い才で上京した鴎外は、
本鰯の進文學社に入り、ドイツ人教師からドイツ語を学ぷ。以後の鴎外のドイツ誘におけ
る活動は周知のことなのでここでは蝕れないが、雌、時制の訳語に闘して、当時巷に滅布
した直訳文典のステレ才タイブのそれと異なる点があるので、それを述ぺておきたい。
　冨日独文化人物交漉史嘉に、小倉にいた鴎外が東東の＜長男於兎卜○歳〕にドイッ語の
遜信教育を行なうために警き送った毛筆の穂奉＞陛］5が収録されている。その中の《半遇
去》と《遇去》の訳蔽が、表3のものと遠っているのである。
　　帖ein　VateTけ〃in　KokHaθ’辺．
　　　私ノ父ガ小倉二動窟シタ　　　　　　　　→《半遇去》：表3では＜愛セシ＞
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　　ic血五蟹〃zumeiM1neude研6〃o鯛舳，d昔ssmeinVate［nKokHaeint川．
　　　私ハ喜ンデ綴イテシぞヅター　　　　　叫《遜去》；表3では＜愛シタ＞
　　　　　私ノ父が小倉二到着シタコトヲ
　全く現代と同じである。長勇が十歳というと羽治33年頃であるが、表3を屍る隈りでは、
完了形を「…してし菱った」と訳しているものはまだない。長い閥《真ノ遜去》であった
皿eHekt鐵剛は、臼本では明治20年代にr遇去」とr現在」の閥を動揺し、この30年代に至っ
てようやく《完成現在》として定まる頓陶を毘せる。英蓄喬においては、Hesfiゼd文典の影
響で、peHectは時を示す＜fo1釦＞の一種であり、跨鯛＜lense＞ですらなくなっている
1⇒表6参照〕。それにもかかわらず幕末以来の《趨去》としての訳藩を用い続ける直訳文
典と、同じく幕末の蘭学の子でありながら正しく切り変えた鶴外との認議の楠違を、鴎外
のこのpe正feklu皿の訳蔽は表わしているかのようである。
　が、文章的には、鶴外はやはり江戸の人であろう。醜濃23年の処女作冒舞鰻埋は、構繕
纏綿たる雅文である。それ以祓の講議文・翻訳も漢文もしくは雅文謁であり、彼が書文一
致の口露文でものすようになるには、今暫くの時が必婆であった。
　夏目激石はどうか。鴎外に避れること5年、雛新を翌年に控えた慶慮31186η年に生ま
れた彼は、成立学社に英藩を学ぴ、明治23年11雷州、帝国大学の英文科に入学する。蝿に
蘭学の子ではなく、欧米人が欧語で金教科を講義した醐濃初年の時代ももはや遇去のもの
となっていた佃激石が英語を学んだ時螂　　即ち、明治16年の成立学社入学から薙大を率
薬する明治25年までの時期は、上述のように、明治20隼を頂点とする慶訳文典の横行した
lo隼闘とぴったり重なっている。激石も、英誘を習い始めた成立学社の頃にでも、或いは
＜一、二、三を以て返り点を鰯したる警〉に触れたことがあったかも知れない。そして、
入学した帝国大学で、彼は次のような経験をする。
　　私は大学で英文学という専門をやりました句その英文学というものはどんなものかと
　　鰯尋ねになるかも知れませんが、それを三隼専攻した私にも何が何だかまあ夢中だっ
　　たのです。その頃はチクソンという人が教鰯でした。私はその先生の飾で詩を読ませ
　　られたり文章を議ませられたり、作文を作って、冠詞が落ちているといって叱られた
　　り、発音が閥逮っていると怒られたりしました、試駿にはウ才一ズウ才一スは例年に生
　　れて何年に苑んだとか、シエクスピアのフォリオは幾通りあるとか、あるいはスコット
　　の書いた作鞠を年代願に並ぺて見ろとかいう閲題ぱかり出たのです。年の著いあなた
　　方にもほぼ懸像が幽来るでしょう、果してこれが糞文学かどうだかという專が．…帥伍
　明治20年藍ディクソン英文典直議至帷野友三鄭譲、攻玉社蔵脚は、この激石の師であっ
た＜ヂクソン＞氏の警いた文奥であろう。見れば、その文章は＜教鰯ガ趨ソレニ胸テ彼等
ノ心ガ踊意シテアル厩ノ麗二於テ彼等二迄静カニ議サル、所ノモノニ織クペク蜘ク英綴ヲ
以テ左様二蓬カ会得シタル＞削7調の、奥型的な直訳である。しかも、その内容はまるで議
理学の講義のようで、これで糞文法が理会できるとはとても恩えない。英国留学当時の漱
石の辛さは人のよく知るところであるが、それ以前に、冠詞を
　　欧羅巴ノ国轟ソレハアリストートル氏ノ議理学ノ勢カノ下二来タ所ノ欧騒巴ノ国鱈二
　　於テノミ我難ハ恩想ソレニ於テ冠詞ガ墓テアル所ノ懸想ヲ握ルペク余リ替クアル所ノ
　　子供、繭売スル所ノ支郡人及ピ他ノ無学ナル東洋人ハ全クソレヲ用ヒナサヌ何トナレ
　　バ彼等ノ親暴ナル而ノ迅遼ナル譲話二於テ彼讐ハソレヲ棄テ寵フ故二．冠詞ハ議理学
一37一
　　ノ禰助ヲ遜シテ仕遂ゲラレタル国鰯ノ装鏑デアル．削固　　　　　　　　　　［下馳鰍1
と説明する外国人教漸の授繋の方が、よほど大変だったのではないだろうか。
　そして、二葉亭四迷である。彼は、鶴外に避れること2年、瀬石に先立っこと3年の元
治元年118川に生麦れ、8歳の頃名酋慶学校に入学し、仏人より直接仏語を学んだ後、明
治1｛年118川、1呂歳で東哀外園藩学校に入学し、19年に退学するまでの5年閥を露謡学習
に糠進する。8歳の頃とは明治4年であるが、当時は、金科目を外国人教節が際語で行な
う官立・私立の洋学校が各地に建てられ㈱lO年頃までヒ睡とんど廃止1、菱た、魔藩蟹県繭夜の蜴治2
年頃は、各藩において、藩校としての洋学校が設蟹されたので鵬鯛駄馴棚鮒、そのような
学校のひとっで、幼い二葉亭も、国・漢学に先んじて洋学鰺繋を始めたのである。しかし、
この時はわずか一年で申断され、爾ぴ、今度はロシア蔽としてそれが鰯始されたのは、漉
鴫館とともに始まる第2次洋誘プームの少し前であった。よって、彼のロシア瀦学習の時
期も、関治16年から始まり20～21年を頂点とする、ステレオタイプの訳蔽を持っ漢文訓譲
式直訳文典の漉行期と、ほぼ重なっている。
　第2章で述べたように．幕末に始まったこの「直訳文奥」というのは、＜オランダ語の
意味を伝えるのを主駁としただけのもので、蘭本語として正規な文章の体をなしてはいな
いのである。オランダ語から翻訳した場合、それが日本語の文章として整った形をとろう
とすると、それは、漢文書き下し体にするのが一般であった＞注”。意味を伝えることのみ
を主畷とするのは明治の直訳文奥も圃じである。だが、明治30年代になると、直訳のスタ
イルが依然として饒く一一方で、ようやく半分文諮・半分口鰯のような蓄き下し文も見られ
るようになる。二葉亭に遅れること、逆に二葉亭が時代に先行すること、約10年である。
　　70．AVe＝b　isa慨oTdbymea日彗ofw出ich　we　cansaysome工hingabouユ　若Pe正害on　　　　．鰯ハ十μ十翼デ、、綾テ髄手駿二三ノニ英レ‡璽ノ六洲十聾フ十蔓へ十牽モノヲ　十判テ　七人
　　○百　…h　i　ng．　　　　　｛童解〕嚢謁トハ吾入岩人圏義’、事窺二圏シテ或事頚ヲ書ハントス唐蒔盛要ナル謁ニシテ兜轟ノ手蟹二綾ラサレバ飼事モ達フ捨「饅ハサル
　　義ハ　　事鞠ニ　　　　　　　　　モノナリ
　　　　1粟野患錐議匡意解挿入ねすふい一るど英文典第弍濁案内埋青野文魁堂、明治33）
　r書文一致jという意議こそしっかり持ったものの、欧文に合わせた余り日本蕎薔とも蕃
えぬ日本蕎番の溢れたこれらの薩訳文典を調査して判明するのは、婆するに、明治の洋蒲学
には新たな日本綴を育てようとする意議がないということである。つまり、英繍であれ鰯
逸語であれ、臼本語とは構造の異なる酒洋語の学習を逓じて、逆に我身を顧る視点が欠落
しているのである。
　　　第四、文法を説くには日本籟の文法も鎌せ説きて彼我対照すぺきに、著作者は英米
　　人に向って教授する如く只英蒲の文法のみ説蓄、或は金く之を説醐せず、為めに議者
　　をして文意の了解に薔し塞しめたること、
　　　　　　　　　　　　1石川辰之助纏置遡俗英縞鰯案内』　「鰭書」、樽文館　明治川
これは、直訳文典の刊行がピークに達し、二葉亭が肝めぐりあひぶを発表した年に出版さ
れた英文典に記された、英語鰺得失敗の際因のひとっである。繕果、明治の洋語学は、
　　・本邦二在テモ夙二高等小学校二至ル迄英藩科ヲ置キタルモー咋年来地方高等学校二
　　於テハ多ク其科程ヲ廃シ東京ト鍵モ綴二髄意科トシテ之ヲ存スルニ遇キス
　　　　　　　　　　　　　　　1繭山元吉罫英藩教授蕃遇　「自序」、繭山蔵梓　明治川
という事態に鱗ってし菱う。中野燦麗や藤林普山の蘭文典が、和蘭語の文がいかなる臼本
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語に翻幾するか、鋼文の訳を丁寧に示しているのに対し、鯛治螂の文典は、晶詞説明と蔽
形変化のみがあって、鋼文は原文のまま和訳されていなかったり、鋼文の部分がそっくり
割愛されていたりするものが少なくない。つまり、銅えば、＜接続法ハ約東、擁徴、爾シ
テ偶然トシテ構態、鰯作或ハ構ヲ表ハス〉澁“ことは解っても、それがどのような日本講
の表現となって現れるのかが解らないのである。故に、洋文が理解できず、たまに和訳が
付いていると閲違っていたりする、
　　lH左亜服1馳固〃t川you．　　麺州1て湘藷した注41
　さもなけれぱ、如何なるニュアンスも全部無襯して、鋼の「直訳j一点援りである。
　　ω単純ナル未来：He膨1〃go　to　NakH0sいma．　稜ハ巾鳩マチ行クデ〃ク
　　②約東：You5加〃get1屹e　book．汝ハ書霧ヲ馳チ1妙　1→鯛ハ警驚ヲ繍チナサト1
　　（3〕習憤　＝　1　膨111　g　o　t　h　e　I　e　e　v　e；y　皿o　I　ll　l　n　g．　私ハ穣頚ソコニ行クデ1〃ク
　　㈲議譲113崖o固〃／醐藺〃いke　to　see　il．私ハ夫レヲ見淋ク好ムデ〃ク　トナラバドウ淋見シクイト銚マス1
　　㈲遇去二於テノ決心：1瞬o固”goけHe．塾ハソコニ行クデア助　［→風ハ行コウト理フテ別マシクl
　　16〕主格が他者ニヨツテ東縛：You5五〇固〃呂o　t由ele．救ハソコニ行クチ〃ク　1→汝ハソコニ行クペシl
　　17〕事実ニアラザル未来：〕1〃〃〃goけele，1榊”〃be　a　leaned皿a罰．著モ洲ソコニ
　　　　行クテグ〃クナラバ蟄ハーノ簿学ナ捨人チア序チア”ク
　これらの出典は、明治33隼匿’英誘全科率薬警埋幟越守申著述、矢島譲進堂〕である。こ
の文奥では、直訳の他に〔］で示したようなr議解」が時々付けられていて解りやすいが、
他の直訳文典では、これがないのである。　「喬翠解」以外にも、鋼えば㈲に関する
　　薮二注意ノタメー書シ置カン前段ノ綱文ハ議遜ノ意ヲ表示スル為メ助鰯詞ヲ付シテ椴
　　リニ議遜ノ意ヲ示シタルナリ…1オ見セナサヒ）1見セ引等云フ語気ニアラズ充分議遜
　　ノ義ナリト知ルペシ
のような解説は、こ二の文典以外では多くは見られず、＜…好ムデアロウ＞という随訳のま
まなのが普遡である。だから、＜今まで雌にありふれてゐる英騒鰯鰺警のありとあらゆる
ものは．国語の譲文に必ず誤りがあります．即ち国蔽に遜じない人の手になったものぱか
りであります〉削2ということにもなるのである。本国直輸入文奥を見て解らず、＜直議的
劣文〉を羅列しただけの和訳文典を読んでも更に理解し得ず一娑時の文典に頻出する＜
隔靴掻痒ノ鐘＞という書葉は、明治時代の洋諮学習を象徴するキー・ワードである帖“。
　娑時の臼本人が、否、現代も同様かも知れないが、　「手腹にかける」ことを等闘視し、
いかに洋語の遼鰺をあせったかは、明治20年前後の、その申身は絵入りの単綴集と簡易な
初歩会話に遇きないのに匿○O語鰯案内週等の警名を持っ書驚の出版数の多さが、如実に
物縞っている。この焦りのゆえであろう、あれほど欧羅巴の模傲に猛奔した日本であるの
に、当時の欧州での一般的教授法である『外国藩の初歩は母国轟で学ぷ」という一事だけ
は、当の鰯憾外鰯人教鰯からさえ撹判の声が上がったにも関わらず注“、模傲することを
拒み、欧州留学からの編靭者をして、
　　外国ノ小学校用読本ヲ以テ初学者二修読セシムルハ恰モ外国ノ児童二日本小学校用ノ
　　読本ヲ習読セシムルト何ソ異ナランヤ　　　1繭山元吉匿鰯逸学捷径重序、鰍駿鯛繍川
と書わしめた方法を採用したのであった血
　第3章で引用した太彊雄三氏の書のごとく、1O歳頃から1O年近く＜自国語や自国喬吾を遜
しての文化を犠牲にしてまで、欧語を重視した教育＞を受けた明治初期の世代は、代わり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧注
1．明治文化余簸別総罫明治饗物起願j甥治文化棚究会　昭翻一4．p、壬品2．
！．由注！慈口、缶垣01r蓄文一・致畿1
；．⇒注1欝咀．6≡言1r観友社の始1
｛．杉本っとむ1江戸時代麟鰯学の成立とその羅欄』V似下壬磯譲学』と鰭称す〕．早翻醐大学冊蔽畿、略翻壬6
　口．茗呈～？o：「纏蘭学における記号およぴ句議法1
彗．　『綴像樽鰯箪縞jには2穫類ある，ひとつは「商野長英全簸」第4悠憾野長鰹鱈　畷勲16〕所奴のもの．ひとっ
　はr海外事類錐纂j第四日録に叡められたものである．後者は分最が醐蓄の階近くある順会図蜜鰯所劇．
○雪川H，1，C．、日モk皿o頸い聞2nlilE；di皿畠1o〕HH芒dモliondヨ＝伯enS1川．↑芒Ro〕Hd乱皿、1畠；ヨ．川害
…．明絵30年代の英文法は、糞纏インド学生の為に審かれたH唱言i1芒1d文奥の淡行で大きく変わる，その変化は時鰯
　綴鰹，特にPい正モ〔1の搬いにおいて鐘薯で，理代のものとも疑なり一’種独特である．ドィッ鱈でもP｛H｛いがr遇
　去Iから「現在」に移行する．そして、籍兼からの鰯学約影饗がほとんど姿を消すのがこの時郷である．
畠．長丼氏激箸噺式初響英議綴釦r馴、　樽文鑓溺削2．
9．太蘭鑑三5英議と1『奉人』議譲謎学衛文魔1995、抑．一1，
lo．⇔嗣上藷P．パ．
1l．⇒注1醤P．539．
1＝．的注4欝i鰯議学』π．P，li王靱．
ヨユ．当鰭の卿鰯区分は、製代のそれと繁なり「叉角杓五分法』ldlo用eHbelい害血パHbl：といわれるもので、ひとっ
　の《現夜芳、三っの魚幾去》、ひとつの《末来浄から構成されている．三っの《幾去》とは1酬“1王い、P王〔tい．
　Plu；呵u茗帥吐〕王いであるが・煎二著は、現代の洋謡、特に英諮の知識で割厳すると莞金に譲る．当時の1岬モ1loい
　lllo㍑ωの」三な測法は、いわゆるア才1」ストで、鑑去のことを、今現在．駿椀で腿爾しているかσ〕ように謡る「遇去
　の現在」として《灘在》と麟係を有し、…カのP“［モklll　bHモ1洲ed1のカが．遊に、《理在漉とは働の幽係も持
　たない《孤立幾去漉《蔑ノ滋去》である．つまり、現代とは金く遡なのである．籍末の翻翻学の”’加筍H面酬1’‘
　である股茗茗1；〔土o”ijの”O1岳囲唖パi螂“＝作郷箕作氏藤級、天保川では、1囲”H～いld｛　0Ho1囲a茗吐1　wIlモdH芒
　いjω　とPHloklld－H1酬；虹1“正1ed｛Hい川　が次のように説明されている，
　　　川；．眺0H血1咀畠汕H｛de皿e川d．…・彗1｛1い£皿e舌Hk－ool，d；把叶o“川1；o口d～o　lijd．田aali皿固H
　　川0fk5．国畠H皿o畠dHd芒o口de皿川d，洲暑1H回咽e皿；Pne童；．oH田idl　o正H5Hd芒1iH茗皇皿．舳1二巴H国｛1
　　州eせいoolhil1；，舳皿皿eH・咀〕、do1王he語i皿1．・…
　　　　不完了幽去（1圃p“1把川は、我々が謡している今の卿点では既に遇き去っているが、我々によって蟹られ
　　　　るその時には……三だ纏饒している薯楯か、威いは別の菅為が始まる鰐叢だ完金に滋き去っていない行為を表
　　　　わす，
　　　1．1“．DEΨo1囮舌孟kい川一dH芒1ijdヨ1～い里モ誼Hヨoヒ叶ool，ol；苫但自｛モ1艘e芒i誼di畠doOdo皿川d．田川i咀
　　皿モ皿；Hモ～丘；！o皿‘H｛“1罧oP－i萬50ロー“1呂正Hd“モlild．o蓼0H1畠モHdH0古2皿d川咀喀．
　　　　完了幾去（PHlEH）は、我々が謡凄している時には完金に終了した蓼禰を炎わす．他の時、徽の行為との
　　　　関係は有していない．
H．田麟　栄藷匡文輿菊1紹英文撮針j　r序」、大平俊輩・江箪斧太鰹干11蛸治1－
1：1葦燃膿竿瓢よ鳥簑鳩㌣隻簑畿㍗翼；11繍撒蝸、、
1一．鑑山嚇鉦舌翻文綴譲鰯滋作文鰯錘j　「綴逸作文二畿テノ心縄」一薮氏覚　踊治茗3
1害．国書痘藤醤罰簡踊鰯磁文輿』　『鰭奮j、繭江隻　明治3ヰ
”．⇒注4奮葦蘭露学』］，．い君
…o．⇒嗣上警蓼．缶；8
21、⇒‘綴爾学」l1P．雪→邊
＝2．同上欝P．9H
至茗．烏表6舞鰯．
2・1．疋磁には英譲で対訳されたラテン文奥であるが、その英譲の魏醐がそのまま英文奥としても鯉糟できる．なお、
　この時代は、繍緯な英・綴・仏議文奥は存在し1〔いない。葵繭の糧合、刊行された蟻初の糞文奥は表5のBulio止u
　である1吟渡辺昇一f葵1文法迎］研究社　昭翻り口．呂咀参照〕．
2；．帰代光犬議r容易綴艦英文奥慮潔｛大倉蓄腐　醐治；o
筥6．　《不奥動繭浄φ肥慶　栄藩訂文奥刹鰹英文摘針j纏観磯腹　醐治〕
　　魚繊動嗣芽⇒費衣錨滴鰯遼［無類憾餐糞学蟹了解］同畷詮　棚治1島紬
　　《欠損動鰯》⇒欝内芳懲iねすふい一るど英文奥第三懇講義』金鰯氏発刊　明治33
　　κ鷲簑貼詳裸裏鵬票膿鵡簑鷲篇鮮帖‡篇篶漉楓蟷謁、魚鯛鰍讐種、
　の訳薮がある．
2f　酬代のドィッ籍1こおいても舳〕H1盟iilj．k鉋皿nモ田1亡；皿1欝の、砺識『蘇法の助動嗣」は、不定調及ぴ完了彩を作
　ることが珂鰭であり、拳動鯛としての性蟹を強く優符している．これらの勤動爾は、甥治ほ年多螢質一畷議；セー
　フェル氏文鈍1直謬』では《欝キマハス処ノ助動辞》、踊治1岳年平塚定二暉口議［シコニーフェル瓜綴遼文法綴学』で
　は魚欝轡ノ助動翻》と騨ばれている．願鰯はdi～u圃ヨ〔いoibe用dモH竈11；舳““であるが、これと金く嗣意の和鰯
　譲d皇o固…fいij”皿do洲正k固o阯d｛”が，i雷仙年のH㈹e1匝～正島1口．10”に見える．英籍ではこれらが魚転変》の一灘を
　欠く魚繊助書》なわけである．
呈宮　榊1dHについては＜綾スルニ此奮ハ完助書ノ属ナリ譲テ沈二隙ダス看官織助書トスル「勿レ〉という瞥幽声身
　の注釈がある1四・卜五糞・盛〕．
29　⇒i麟鱈学j　lV口．1軸い
；o　畿鑓守巾薯遼『英議金科卒襲欝j大阪・矢帰譲逢隻　明治茗コ．口．茗竈2
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